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木内としゆきは活力みなぎる市政を
必ず敗り戻します。 ＾

豊かな神栖市を必ず取り戻します。
健全財政とは言っていられない事実とは、経常収支比率が平成30年(79.7%)から令和5年(94.1%)に

14.4％上昇し、鹿行地域においても5番目茨城県内44市町村の中で神栖市は31位という状況に あります。

なりふり構わずお金を使っていては、近い将来神栖市も間違えなく財政破綻に陥ります。

限りあ る大切なお金（税金）を有効的に使ってこそ健全財政と言えます。

行政のキャプテンは、将来に備えて、いざという時に使えるお金を蓄えておくことが使命で、過去をかえ

りみず、「自分だけが英雄気取り」と思わせる考え方は、間違いなくNO!

行政は「市民から預かった大切なお金（税金）を精査し有効活用」を行います。

●神栖市公共施設等総合管理計画を見直します。

●神栖市の事業全般をゼロベースに見直し、効率的な事業執行を行ないます。

●物を大切に使えるものは直して使い、不必要なものは有効的な売却方法を考えます。

●将来の施設更新や災害にも備える「攻めの貯金」を行います。

●市民に見える財政運営、議会での監視強化も進めます。

F— 

「息栖にぎわいテラス」関連事業

総事業費：約10億円

「はさき保健・交流センタ ー」関連事業

総事業費：約16億6千万円

市民サ ー ピスを削らず、市役所の内部改革を行こない財政の健全化を進めます。間違いなく令和13年

度に最も厳しい財政状況に陥ります。箱物行政重視から「今、何が求められるか（合葬墓の建設、体育

館へのエアコン設置など）」優先順位の見直しを行います。

令和7 年度予算編成では、各部署に前年対比10％の予算削減指示が出されており、健全財政とは言い

難い状況です。

よお～く、考えて見てください。予算が無ければ、災害発生時をはじめ魅力ある街づくりの構築はできません。
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